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新型コロナウイルス感染症に関する日本ガスグループの取り組みについて 

 

日 本 ガ ス 株 式 会 社 

 

新型コロナウイルス感染症により亡くなられた皆さまのご冥福をお祈り申し上げるととも

に、感染された皆さまや生活に影響をうけられている皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

 日本ガスグループは、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、これまで警戒本部を設置し、

エネルギーの安定供給・保安の確保に最大限努めるとともに、お客さまならびに当社グループ

従業員の健康や安全を確保する観点から必要な対策を講じて参りました。 

 今後も情勢の変化に合わせて適宜必要な対策を講じることで、お客さまのご要望にお応えし

ながら、当社グループは一体となってエネルギーの安定供給・保安の確保に努めて参ります。 

お客さまのご理解とご協力を賜りますよう何卒お願い申し上げます。 

 

１．お客さま向け業務に関する取り組みについて 

 １）ガス・電気料金の支払い期限を１カ月延長致します。 

詳しくは当社ホームぺージをご参照ください。  

https://www.nihongas.co.jp/resource/news/20200323.pdf 

https://www.nihongas.co.jp/resource/news/20200420.pdf 

 

２）当社グループが主催する展示会やイベントの開催を当面の間、中止します。 

 ① かごしまキッチンほのほの 料理教室（７月再開へ向けて調整中） 

 ② サービスショップ等の展示会 ほか  （７月再開へ向けて調整中） 

   なお、ガス機器やリフォームのご提案についてはお客さまの事前ご了解のもと、実施

しています。 

   

３）お客さま宅に訪問し、宅内で一定の作業時間を要する作業は、お客さまに事前了解を得

て実施致します。具体的には次の作業があります。 

  ・ガス設備定期保安点検（法令に基づき、すべてのお客さまに関し 4 年に 1 回以上の頻度

で実施しなければならない点検作業）。※ガス設備定期保安点検は、当社から委託を受

けている「日本ガスカスタマーサポート（株）」の従業員が実施致します。 

  ・ガス閉開栓作業（法令に基づき、ガス使用開始にあたり実施するガス設備の点検・ガス

メーターの開通・ガス使用停止にあたり実施するガスメーターの閉止等の作業）。 

   ※ガス閉開栓作業は、当社から委託を受けている「サービスショップ」等の従業員が実

施致します。（サービスショップは地域によって担当が異なります。） 

https://www.nihongas.co.jp/resource/news/20200323.pdf
https://www.nihongas.co.jp/resource/news/20200420.pdf


  ・ガス機器の取り付け・修理作業（お客さまとご相談の上、必要とされる最低限の作業）。

※ガス機器の取り付け・修理作業は、当社から委託を受けている「サービスショップ」

等の従業員が実施致します。（サービスショップは地域によって担当が異なります。） 

  ・その他、お客さまとご相談の上必要な作業。 

 

 

２．当社グループ従業員に関する取り組みについて 

２－１．全グループ従業員※に向けた取り組み（※一部は日本ガス従業員にて先行実施） 

１）4 月 20 日より時差出勤を順次開始し、通勤時における公共交通機関での感染リスクを

低減しています。 

２）エネルギーの安定供給・保安の確保に関連する要員を中心に、4 月 20 日から勤務地の分

散化を開始しています。 

３）社員の在宅勤務を段階的に導入しています。 

４）更衣室や会議室等の利用を制限し、社内感染リスクの低減に努めています。 

５）事務所入口に消毒液を設置し、事務所の出入り時には手指の消毒を徹底しています。 

６）県内での外出規制は解除としますが、懇親会への参加は自粛します。 

７）県外出張は「緊急事態宣言発令中の都道府県」を除いて可能としています。 

８）体調不良時の検温を必須とします。 

９）万が一、感染した場合、または、濃厚接触の疑いが発生した場合には、必ず主管する部

署に報告するように徹底し、その事実を知り得た時点で当該対象者には自宅待機を命じ

るとともに、状況に応じた処置を施す用意をしています。 

 

２－２．お客さま宅に訪問・作業する従業員に向けた取り組み 

１）お客さまとの面会時、人と接する機会にはマスクを必ず着用しています。 

 ２）営業活動については、お客さまのご了解を得て実施できるものとします。 

 

 

３．再度の感染拡大時における対応について 

 １）鹿児島県内において感染者が発生した場合は「警戒本部」を立ち上げます。 

 ２）非常体制時において必要な教育等は引き続き実施し、今後に備えます。 

 

 

以上 


